
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大豊町を 

「助けてください」！ 
大豊町は本気で「貴方の力」を必要と 

しています 

 

（株）大豊ゆとりファーム 

産地提案書（平成２８年度） 

就農までの流れ 

 実践研修 
山村農業実践センター（１年～２年） 
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親元就農 

（町内農家子弟向け） 

兼業就農 

（移住者向け） 

農業（研修） 

未経験者 

農業（研修） 

経験者 

独立自営就農 

（有機農業含む） 

雇用就農 

農業担い手育成センター 

基礎研修 

（数ヶ月～１年：四万十町） 

大豊町で研修開始 

様々な就農形態に 

対応します 

 

親元研修１年 

経営レベルアップ研修 

山村農業実践センター（３ヶ月～６ヶ月） 

「大豊町山村農業実践センター」 

私たちがあなたを支えます 

大豊町 大豊町担い手育成支援総合協議会 JA 土佐れいほく 

研修で技術指導を担当し

ます。他に、農地斡旋、農

機リース、販路の支援もで

きます。 

住居の整備、空き家紹介、

ハウス整備事業などが活

用できます。他にも様々な

相談に応じます。 

関係機関で構成する新規

就農支援組織。研修から就

農後の営農まで、個人に応

じた支援を行います。 

部会活動への参加や、資材

購入、販路の活用ができま

す。あなたの若い力で園芸

部に活力を！ 

どうぞ気軽にご連絡ください 

 問い合わせ先：大豊町担い手育成総合支援協議会事務局（大豊町産業建設課「農業センター」） 

        高知県長岡郡大豊町黒石 343 番地１  TEL：0887-73-0978  FAX：0887-73-1004 

       ﾒｰﾙ：a-mino@town.otoyo.lg.jp    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://otoyo-nogyo.jp/ 

一
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 実践研修 
山村農業実践センター（１年～２年） 

mailto:a-mino@town.otoyo.lg.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊気象条件等により、収量や販売単価は変動があります。 

左記は就農５年後の目標とする数値です。 

＊希望に応じた体験研修も可能です（期間・内容等）。 

例①：ミニトマト５ａ＋ショウガ１８ａ＋冬作ホウレンソウ５ａ＝所得２５０万円 

ミニトマト：品種‘アイコ’ラグビー型で糖度が高く、栽培が容易 

三色ピーマン：嶺北地域の代表品目。「赤・オレンジ・黄色」の三色を同時栽培 

ショウガ：露地品目で、比較的他の品目と組合せ易い 

ホウレンソウ：冬作として、トマトやピーマンの合間に栽培 

その他：今後も有望作物を積極的に取り入れていきます 

 

大豊町での就農イメージ 

 
基礎研修 

担い手ｾﾝﾀｰ 

（１年） 

 
実践研修 

山村ｾﾝﾀｰ 

（１年） 

 
営農開始 

大豊町内  
中核農家 

地域の牽引役 

 大豊町は農業生産において条件不利地となります。高齢・

過疎化により人口および農業者数が年々減少しているなか、

若い農業者が増えるのは地域にとってもメリットとなりま

す。環境保全型農業（れいほく八菜）、有機農業など平野部

にない特色を生かした農業により、小規模ながらも夏秋産地

として頑張ってきましたが、後継者が少なく産地の維持が危

うい状況となっています。これからの大豊町・夏秋産地の維

持発展にあなたの力が必要です。 
大豊町で活躍している先輩農家の皆さん 

求める人材 大豊町の概略 

① 年齢４０才以下で大豊町に居住し就農できる方  

② 地域の担い手として、地域活動に参加できる方  

③ 農業経験者または研修により基礎を習得されている方 

④ 「高知県立農業担い手育成ｾﾝﾀｰ」（四万十町）で 

１年程度の研修ができる方（農業未経験者） 

⑤ 定員６名（山村農業実践センター） 

※四万十町や大豊町での研修中、また就農当初（１年程度） 

の生活費、初期経費として 300 万円程度は必要です！ 

※研修受入は「大豊町担い手育成総合支援協議会」による面接選考

により決定します。 

※ご家族で住居を検討されている場合、相談に応じます。 

 

 

・四国のほぼ中央にあり、標高：200~1,400m。平均 450m

年平均気温：約 14℃。冬は雪化粧が見られる。 

・有機栽培農家の就農者数は県内トップクラス 

・大豊町、本山町、土佐町、大川村４町村で「嶺北地域」 

■総人口 4,252 人（Ｈ27.10 月） 

■65 歳以上 2,354 人（55.4％） 

■世帯数：2,433 世帯  人口密度：13.5 人／１平方㎞ 

■小学校数：１校    中学校数：１校 

■医療施設数：３所   歯科診療所数：１所 

○Ｈ28 年度より移住者用住居の整備が始まります 

大豊町の推奨品目（研修施設で栽培を予定している品目） 
有機栽培の研修も対応しますが、 

農家研修の受入が定員に達し次第

となります（ミニトマト・ショウ

ガ） 

兼業就農で推奨する品目 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １～３月 

 
ゼンマイ：収穫後 

茹でる→乾燥を 

繰り返します 

 

碁石茶：枝付きで茶葉を収穫し、 

２度発酵させた後、大きさを切

り揃えて乾燥します 
 
銀不老： 

７月中旬播種 

11月収穫 

田植え 稲刈り～乾燥 

ユズ収穫 シシトウ・ミニトマト等収穫 ホウレンソウ等収穫 

 
冬場は休み または 

農業以外の仕事 

例②：三色ピーマン１０ａ＋ショウガ２０ａ＝所得２６０万円 

上記品目のいくつかを栽培し、収入が足りない場合は農作業の受託（雇用）で補います。 

冬場は農作業が減るため、手に職を持っていると有利です。 

大豊町の特産品 慣行品目 水稲受託作業 


